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第 322回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

純度の高い専門性と社会的包容力 〜 医療者と患者の隙間を埋める 〜 

 

2025年 4月 10日上野精養軒での順天堂学祖祭に向かった。 上野恩賜公園を散策した。 外国人を

含め多くの訪問客であった。 順天堂学祖祭では、第 6 代理事長（第 9 代堂主）の小川秀興先生の

講演を拝聴した。 大変有意義な時間であった。 順天堂は 1838年の創立で 187周年である。 現在、

5 キャンパス 9 学部、6 研究科体制である。 筆者は今週、順天堂大学保健医療学部での授業【理

学療法学科 2年生の『病理学概論』(4月 8日) ＆ 診療放射線学科 2年生の『病理学概論』＆『が

ん医療科学』(4月 9日)】を行った。 順天堂大学で医学部を含め全学部で 9月入学が実現したら、

日本の Internal National Schoolの卒業生が、9月入学が可能となり、英語で対応出来きる医師、

看護師も勤務し、 外国人の病院受診も増えることであろう！ まさに、時代的到来である！  

 

筆者は、アメリカの Fox Chase Cancer Center の Knudson 博士(1922-2016)の下で『遺伝性腫瘍』

を学んだ(1989-1991)。 そして、『癌研究所所長：菅野晴夫(1925-2016)先生』に癌研究所実験病

理部部長 (1991-2004)に呼ばれ帰国した。 原田明夫(1939-2017)検事総長とは、2000 年に『新渡

戸稲造(1862-1933)武士道 100周年記念シンポ』、『新渡戸稲造生誕 140年』(2002年)、『新渡戸

稲造没後 70 年』(2003 年)、2004 年には、国連大学で『新渡戸稲造 5000 円札さようならシンポ』

を企画したのが 走馬灯のように駆け巡ってくる。 2003 年 筆者の順天堂大学教授就任を兼ねて 

お茶の水の東京ガーデンパレスで【『われ 21 世紀の新渡戸とならん』(イーグレープ)出版記念シ

ンポジウム」】、そして、ロンドン、北京、ソウルでも講演の機会が与えられた(画像)。 英語、

中国語、韓国語、ベトナム語の訳本も出版される運びとなった。 

 

筆者は、クボタショックの 2005年、順天堂大学病院の外来で『アスベスト・中皮腫外来』、2008

年、診察室で、無料の『がん哲学外来 ＝ 患者さんや そのご家族と面談し、苦しみを和らげる』

を開設する機会が与えられた。【『純度の高い専門性と社会的包容力 〜 病気であっても、病人で

はない 〜』社会構築 ＆ 『医療者と患者の隙間を埋める＝First Contact Team』】の学びの実体

験であった。『不思議な人生の流れ』である 
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